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 脊椎動物発生における形づくりを見る

八田公平（理研神戸CDB）

　脊椎動物の発生においては、１つの受精卵が分裂して多細胞のかたま
りになった後、胚葉が形成され、神経管をはじめとする様々な器官原基
が単純から複雑な構造へと、秩序正しく変化していく。一方その構成要
素であるひとつひとつの細胞のふるまいは必ずしも厳密にきまっている
わけではなく、揺らぎをもちつつ、互いに調整し合うことにより、全体
としての秩序を実現しているようである。しかしながら、細胞集団のふ
るまいについては、わかっているようで、実はあいまいな想像力に依存
しているのが現状であった。

　私たちは、胚が透明なゼブラフィッシュを主な材料として、さまざま
なラベリングとイメージング技術によって、細胞の集団のふるまいを’見
る’ことを試みている。ひとつひとつの細胞だけではなく、細胞集団を全
体として体系的に観察することにより、いままでよく知られていなかっ
た形態形成の仕組みを明らかにする可能性について、タイムラプスムー
ビー等を用いて議論したい。
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